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まずマウス ES 細胞を用いて、T2A ペプチドと変異型エストロゲン受容体結
合型のコドン最適化型 Cre 組換え酵素（iCreERT2）配列を、MORをコードす
る Oprm1 遺伝子のエクソン 4 の終止コドン部位に相同組換えを用いてノック
インした。ES細胞からキメラマウスを経て、MOR-CreERマウスを作製した。 
次に、Cre 組換え活性を可視化するため、MOR-CreER マウスと、Cre 依存
的に HAタグ付き蛍光タンパク質（bright teal fluorescent protein、mTFP1）
を発現する R26-CAG-LoxP-mTFP1 マウスとを交配した。このマウス成体に






mRNAに対する in situ ハイブリダイゼーション（ISH）法と HA タグに対す
る免疫組織化学による蛍光二重染色を行ったところ、線条体、大脳皮質感覚野








は、マトリックス区画に比べ 7–15 倍高かった。さらに、線条体に Cre 依存的




CreERマウスと R26-CAG-LoxP-mTFP1 マウスを交配し、胎生 17 日目に Tm
を投与すると、出生 0 日目の線条体において、mTFP1 発現細胞は広範に分布
していた。これは、MOR-CreERマウスが発生期において、時期特異的に MOR
発現細胞を標識できることを示す。 

















は MOR 陽性細胞特異的かつ Tm 依存的な Cre 組換え活性を有し、MOR のシ
グナル伝達および神経回路制御機構解析に有用と考えられる。 
 
 以上の研究は線条体ストリオソーム区画をはじめとする MOR 陽性神経回路
の機能解明に貢献し、疼痛や報酬予測・嗜癖行動を司る神経回路基盤研究の発
展に寄与するところが多い。 
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